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要 旨

インターネットの普及による知識コンテンツの流通が、技術的・社会的に拡大し

ている。高等教育レベルとしては、90年代のバーチャル・ユニバーシティ、2001年

からの OCW（オープンコースウェア）、戦略としてのオープン化から、2011年の

大規模オープン・オンライン・コース（MOOC：Massive Open Online Course）へ

と発展している。本稿では、高等教育におけるオープン・エデュケーションの動向

について、主にMOOCとその教授法について述べる。

1. はじめに
1

1. 1 オープン・エデュケーションとはなにか

オープン・エデュケーションとは、教育へのアクセスをひらく活動、および、そこでひらかれ

たリソースのことである。それは、誰でも利用できる、無料で利用できるなどの意味があり、

オープン・エデュケーションによって誰でもどこでも教育を受ける機会が増えることが期待され

ている。大学の公的な役割としての知の創造と普及、そしてユネスコのような国際機関による推

進、インターネットの普及などがあいまって、この10年でオープン・エデュケーションのさまざ

まな活動が生まれ、定着してきている。先進国のトップ大学は積極的にオープン・コンテンツや

授業を配信する一方で、発展途上国では自国の教育レベルを引きあげるために国策としてそれら

を利用する例が見られる。

本稿では、このようなオープン・エデュケー

ションの動向のうち、主に大規模オープン・オ

ンライン・コース（MOOC：Massive Open

Online Course）とその高等教育への影響につ

いて述べる。

1. 2 オープン・エデュケーションの活動の分類

重田［12］は、オープン・エデュケーション

の活動を図�のような�つの形態に分類してい

る。
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図� オープン・エデュケーション活動の分類
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1）コンテンツ

コンテンツはオープン教育リソース（Open Educational Resources：OER）ともよばれ、パブ

リック・ドメインやさまざまな種類のオープン・ライセンスで公開された、教えるため・学ぶた

め、もしくは研究の資料である。これは、テキスト、画像、映像、音声、ソフトウェアのソース

プログラムなどのデータである。OER の代表としては、2002年に発表されたマサチューセッツ

工科大学（MIT）のオープンコースウェア（OpenCourseWare：OCW）のコンテンツがあげら

れる。

2）プラットフォーム

コンテンツの公開やコースの実施するための仕組みがプラットフォームである。プラット

フォームは、コンテンツの利用者がコースや教材を効率的に見つけだし、効果的に使うことを支

援する。OCW、OER Commons（OER の縦断検索）、iTunes U、Kahn Academy、Coursera な

どのMOOCプロバイダーなどがプラットフォームの例である。

3）デバイス

プラットフォームにアクセスして、コンテンツを利用するために、学習者が利用するのがデバ

イスである。これらが安価で誰にでも手に入るものでなければ、オープン・エデュケーションは

成立しない。MIT メディアラボを中心とする教育プロジェクト OLPC（One Laptop Per Child）

では、広告・流通経費をはぶくことによって安価な PCを実現、それを子どもに配布する計画を、

数ヶ国で実施中である。

4）コミュニティ

コンテンツがあるとはいえ、学習者が独学で学習をすすめることはむずかしい。トピックや、

目標、動機などが共通の学習者同士が集まり、教えあい、それぞれのペースにあった学習をすす

める助けとなるのがコミュニティである。それぞれのプラットフォームにコミュニティが存在す

ることもあるが、OpenStudy のような学習コミュニティ・サイトや、Facebook、Twitter その

他のコラボレーションサイトなどを通じて学習コミュニティが形成されることもある。

1. 3 OCWと OER（Open Educational Resouces）

MOOC 以前で、オープン・エデュケーションに関するもっとも大きなできごとは、2001年の

MIT の OCWの発表であろう。それまでにも授業資料を公開する試みや、オープンなオンライ

ン・エデュケーションは存在したが、MIT のすべての授業資料公開を発表したことにおいて

OCWは画期的であった。1999年からMIT は、授業を e ラーニング化してビジネスにする方向

で検討していた。しかし、eコマースブームにわく当時の経済環境においても高等教育では利潤

があげられないということで、すべての授業資料の公開に方針を転換した。OCW推進はMIT

のミッション・ステートメントにもかなっていた。

The Institute is committed to generating, disseminating, and preserving knowledge, and to

working with others to bring this knowledge to bear on the worldʼs great challenges.

MIT は、ヒューレット財団とメロン財団から、OCWのための資金を獲得した。パイロット

サイトは、2002年に50コースが公開されて、2007年にはすべてのコース資料が公開された。その

後は資料の改訂と新規コースの資料の追加がおこなわれている。
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OCW の発表に関連して、ユネスコは2002年に、第�回 Global OER Forum を開催した。

aOERbという語がはじめてつかわれたのはこのフォーラムである。それ以来、ユネスコは教育

へのユニバーサル・アクセス実現のために、コミュニティを立ち上げ、途上国でのOER 利用を

推進している。2012年には、ユネスコと、Commonwealth of Learning が主催するWorld Open

Educational Resources Congress において、OERパリ宣言が採択された2,3。

2. 大規模オープン・オンライン・コース（MOOC）

2012年は、NewYork Times 紙がaYear of the MOOCbと名づけたほど4、MOOC（大規模オー

プン・オンライン・コース）に関連した議論が活発におこなわれた。本セクションでは、まず、

MOOC の定義とオープン・エデュケーションにおけるMOOC の位置づけについて、その歴史

をたどりながらおこなう。

2. 1 MOOCの定義と Connectivism

MOOC という語は、Dave Cormier の造語で、George Siemens と Shane Dawson が開講した

aConnectivism and Connective Knowledgeb（CCK08）というオンラインコースを説明するため

に2008年にはじめて使用した5。Cormier はここでamassivebを大人数の履修者の意味では使っ

ておらず、MOOC がacoursebであり、aopenbでaparticipatorybでadistributedbなalife-

long networked learningbをサポートするものであるといっている。

CCK08をはじめとした初期のMOOC は、実際の大学院の授業をベースとしておこなわれた。

その形式は、授業資料の公開、オンラインでの課題提出、それに関するディスカッションであっ

た。CCK は、大学院が20名程度の履修で、オンライン上で1000人前後の履修であった。これら

のコース・デザインの鍵となる概念が Connectivism［13］である。CCK などのMOOC は、教

授法（pedagogy）としての Connectivism を実証するために開講されたものであった。Downes

は後に自分たちのMOOCを cMOOC（connectivismMOOC）、後にブームとなったスタンフォー

ド大学にはじまる MOOC を xMOOC と呼んで区別している6。Rodrigues ら［10］は cMOOC

の方法について、開講されたコースの分析をおこなっている。

現在のMOOC は、「多数の参加者を受けいれられるインターネットからアクセス可能なオー

プンなコースであり、大学のコースと同様のレベルのものを提供しているが、単位は認定されな

いことが多い」と考えられている7。

2. 2 バーチャル・ユニバーシティ

1990年代後半のインターネットの急速な普及と情報技術の発展にともない、時間・空間をこえ

た教育学習環境を実現して「大学を変える」ものとして、バーチャル・ユニバーシティ（VU）

が期待されていた。バーチャル・ユニバーシティの多くはオープンではないが、その技術は

MOOC に継続されている。Western Governors University や University of Pheonix、信州大学

工学研究科情報工学専攻のインターネット大学院は、VU時代からつづいている。
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2. 3 カーン・アカデミー

Kahn Academy は、2006年に Salman Kahn によって作成された非営利のWeb サイトで、無

料の短い数学などの教育用ビデオコンテンツを提供している。元々、Kahn は姪のためにコンテ

ンツを作りはじめたが、YouTube 上にアップロードされたビデオが評価されて、OCW以上の

ページビューを得るようになった。現在、Kahn Academy は数学だけではなく、理科、経済学、

コンピューター・サイエンスなどの教材を4,000以上提供している。Kahn Academy は、自分の

ペースで学習を進められるように、10分以内の短いビデオを利用したマイクロコンテンツの教材

を提供している。この教授法は、Coursera や Udacity に大きな影響をあたえた。

2. 4 MOOCブームのはじまり：スタンフォードのオンライン・コースと企業化

2011年の秋に開講されたスタンフォード大学の�つのコースが、MOOC ブームの火つけ役と

なった。最初に発表されたのは、Sebastian Thrun と Peter Norvig のaIntroduction to AIbであ

る。aIntroduction to AIbは当初から100,000人以上の受講者を集めた。最終的には190ヶ国から

160,000人以上の受講者があり、20,000人以上が修了した。Thrun と Norvig は著名な人工知能

研究者である。Norvig はコースのオンライン化のいきさつについてTEDで述べている8。

もう一つは、Andrew Ng のaMachine Learningbと、 Jennifer Widom のaIntroduction to

Databasesbで、これは後の Coursera となった。Machine Learning は、104,000人が登録して

13,000人が修了、aIntroduction to Databasesbは、92,000人が登録して、7,000人が修了した。

Ngも Latent Dirichlet Allocation や Deep Learning で有名な若手研究者である。

いずれのコースも、2011年の10月から12月にスタンフォード大学で開講されているコースを、

正規授業と同じスケジュールで運営した。オンライン・コースは、ビデオ講義と小テスト（Quiz）

を中心としてデザインされた。ディスカッション・フォーラムや受講者の自主的な会合（ミート

アップ）は重要ではあるが補助的な役割であった。

スタンフォード大学の�コースは、予想されていた以上の受講者があり、大きなトラブルもな

くそれぞれ数万人が修了した。それぞれのコース担当者は、オンライン・コース・プロバイダー

を起業した。Thrun はスタンフォードのテニュアを放棄して（研究教授としては在籍）、

Udacity を設立した。Ng は、Daphne Koller と Coursera を設立した。Coursera は設立後すぐ

に、スタンフォード大、ペンシルバニア大、プリンストン大、ミシガン大との提携を発表、コー

スの募集を開始した。

これらの動きに対して、MIT はオンライン・コースの商業化に懸念を示した。2012年12月、

非営利のMITx として、無料でオープンなコースとそのプラットフォームの開発を発表した。

MITx は、2013年にハーバード大と共同出資した edX を設立した。Coursera、Udacity、edX を

はじめとしたMOOCのサービスを提供するMOOCプロバイダーについては次節で述べる。

アメリカでMOOC などのオープン・エデュケーションが注目を集めたのは、MOOC がアメ

リカの教育問題を解決する可能性をもつ技術・活動であったことが大きい。それは、変化の激し

い知識・技術の習得への要望、「教授」から「学習」への転換、学力の格差への対応、退学率の

低減、学生のリクルーティング、州立大学などの深刻な財政難、学費の高騰と学生ローンの負担

などである。また、大学の不足が予測されている発展途上国において、OCWの利用と同様に、
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トップ大学の授業を受講できることへの期待も大きい。

2. 5 MOOCプロバイダー

このセクションでは、有力なMOOCプロバイダーについて述べる。

（1）Coursera

Coursera（https://www.coursera.org/）は、Daphne Koller と、aMachine Learningbの

Andrew Ng などが共同で設立した。2013年	月の時点で、73大学がパートナーとなっており、

195ヶ国から395コースに延べ950万人の受講者がある。最も受講者が多い科目では18万人である。

受講者の 2/3 は米国外の居住者である。英語のコースがほとんどであるが、予定されているもの

を含めて、スペイン語、フランス語、中国語、ドイツ語、イタリア語で開講されている9。

Coursera への参加はその国のトップ大学が中心となっているが、日本からは東京大学が2013

年�月に参加した。2013年
月から、村山斉教授のaFrom the Big Bang to Dark Energyb10 と、

藤原帰一教授のaConditions of War and Peaceb11 が開講される。いずれも英語の講義である。

Coursera のビジネスモデルは固まっているわけではない。修了証書（certificate）の発行、テ

ストのアウトソース、人材紹介、マッチング、コース・コンテンツの販売などが考えられている

という。それに関連した動きとして、American Council on Educationʼs College Credit

Recommendation Service（ACE CREDIT）による Coursera の�つのコース修了が大学の単位

とみなせるレベルにあることの認定12や、ニューヨーク州立大学（SUNY）など10の州立大学シ

ステムが検討中のMOOCベースの授業など、今後のビジネスにつながるさまざまな連携が進ん

でいる。州立大学との連携には、州立大学のコストを大幅に削減することが期待されている13。

（2）Udacity

Udacity（https://www.udacity.com/）は、スタンフォード大学でaIntroduction to AIbをオー

プン・オンライン化した Thrun らが2012年�月に設立した会社である。Udacity は他のプロバ

イダーとは比較して既存の高等教育機関との連携を重視しておらず、高等教育の「イノベーショ

ン」を目指していると考えられるかもしれない。

Udacity のビジネスモデルの�つは人材紹介である。受講生の成績を提携企業と共有して、企

業と受講生のマッチングをおこない、仲介手数料を受けとる。開講しているコースも、大学の授

業よりも企業の向けのスキルの講座が多い。講師はトップ大学の有名教授にかぎっておらず、授

業の上手さで決める場合がある（学部卒の講師が存在する）。

（3）edX

edX（http://www.edx.org/）は、2011年12月に発表されたMITのMITx プログラムをベース

として、2012年�月にハーバード大学と共同で設立された。MITx としては、2012年�月からは、

a6.002x: Circuits and Electronicsbが開講された。edXには、京都大学を含めて、UCバークレー

など28大学が参加している。

edX の特徴は大学の公共的な役割を強調していることであろう。参加大学それぞれの FD 活

動への寄与や、学習科学への貢献が重要であると考えられている。また、edXのプラットフォー

ムやAI グレーディングのプログラムがオープンソースとして公開されている14。
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（4）その他の MOOCプロバイダー

FutureLearn（http://futurelearn.com/）は、英国の Open Univeristy を中心とした主に英連

邦の大学による連合である。大英博物館やブリティッシュ・カウンシルなども参加している。

FutureLearn の強みは Open University の実績と研究の蓄積であろう。Peer 2 Peer University

（P2PU）（http://p2pu.org/）は、草の根のオープン・エデュケーション・プロジェクトで、コミュ

ニティとピア学習を重視している。学習支援システムのメーカーである、Blackboard と Canvas

は自由にコースを開講できるデモサイトを提供している。この上で、個人が開講するMOOCが

いくつか存在する。

2. 6 日本におけるオープン・オンライン・コースと OCW活動

インターネットを通じて、大学の講義相当のものを広く受講者をつのって開講する実践、実験

は、日本でもおこなわれてきた。そのうち、いくつかを紹介する。

大阪市立大学インターネット講座［
］は、広報活動の一環として1996年に開始された。「教

室で行われている講義と同じムードを作る」ことを目標としていた�講座からスタートしてい

る。広報のページ15によると、動画は2001年度からのサポートである。

WIDE School on Internet（SOI）16 は、ネットワークを研究する産学連携のWIDEによる新し

い高等教育のあり方を研究する実証実験であった。SOI は2002年�月の時点では、9,000人以上

（半数以上が社会人）が学生として登録する大規模なものであり、WIDE プロジェクトの研究者

によるそれぞれの大学の正規の授業がそのまま配信されることも多かった。これは受講者に制限

をおこなわないことも含めてMOOCと同じスタイルである。SOI のシステムには、LMSの機能

にくわえて、入学登録・学生認証、履修登録などの機能も備えていた。筆者自身が SOI に登録

していた印象では、SOI はネットワークに関する新しい技術を、映像による講義で見ることので

きる貴重な機会であった。

園田学園女子大学の園田インターネットキャンパスは、2000年�月から試行、�月より正式に

実施された。オープン・エデュケーションではなく、公開講座に近い性格のものであるが、大学

の講義とほぼ同等のカリキュラムで実施されていて、レポートなども課せられていた。受講料は

7000円で事務手数料が1000円であった。

日本のOCW活動は、2004年の OCWワークショップ開催にはじまり、2005年の日本オープン

コースウェアコンソーシアム（JOCW）発足で開始された。JOCW は現在21機関が参加してお

り、公開コース数は約3000である。現在の参加大学は表�の通りである。表�には、iTunes U

でのコンテンツ公開もあわせて掲載している。この表にコンテンツ数は、コース数と個別のファ

イル数が混在していて正確なものではないが、参考のために掲載している。

日本の大学からの、MOOC プロバイダーへの参加は、東京大学（Coursera）と、京都大学

（edX）のみである。日本独自のプロバイダーは2013年	月時点では存在しない。
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3. MOOCの教授法

MOOC には、教授法（ペダゴジー）や教育技術の面での発展が期待されている。たとえば、

Glance ら［	］は、表�のようにMOOCの特徴と教授法上の利点をまとめている。

このうち、aRetrieval learningbと、aMastery learningbは、従来の e ラーニング、遠隔学習

の研究において、頻繁に用いられる概念である。これら以外も、すでに研究が積みかさねられて

いるにもかかわらず、MOOC のイノベーションと主張されていると批判されることがある。し

かし、少人数を対象とした実験や調査などの研究結果がMOOCのようなコースにスケールする

かどうかは新しい研究が必要であるとも考えられる。また、cMOOC（connectivism MOOC）と

xMOOCでは教授法が異なっていることも注意しなければならない。ドロップアウト率の高さな

ど、MOOCのリスク面については、Anderson などからリスクの指摘［�，�］がなされている。

3. 1 反転授業

反転授業（flipped classroom）は、対面授業（オフライン）と eラーニング（オンライン）を

組みあわせたブレンド型学習（Blended Learning）の一種で、ホームワークとして講義ビデオを

視聴して知識を確認した後に、それを深めるためのエクササイズやディスカッションを授業中に

おこなうというものである。

ブレンド型学習の効果については、米国教育省のレビュー［�］など多数の知見が存在する。

MOOC を利用した反転授業の例として、カリフォルニア大学サンノゼ校では、従来の方法では

41％が追試をおこなう必要があった科目が、edXを組みあわせることによって10％の追試になっ

たことを報告されている17。

反転授業に対する批判としては、以下のようなものがある。


ディスカッションなどのインタラクションを中心とした授業の方法を教員が経験していない

ためコース全体の質が下がる


自宅でのビデオ視聴設備（PC、タブレット等、インターネットのアクセス性）の格差

また、反転授業は決して新しくないという批判もある。たとえば、Eric Mazur の考案した

Peer Instruction［�］は、1990年代から研究の蓄積がある。この方法は、CAI を利用して問題

を提示、学習者同士が議論をおこない、教師はコーチの役割をになうものである。

今後、MOOC を対面授業で活かすためには、オフラインとオンラインの学習者の成果物

（Artifact や Learning Outcomes）と行動のデータを統一的に取りあつかうための枠組と分析の

方法論が必要とされるであろう。MOOC において大量のデータが生成されることが、今後の反
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Pedagogical benefitsMOOC characteristic

Enhanced learning through this assessmentPeer and self-assessment

Mastery learningShort videos and quizzes

表� MOOCの特徴と教授法上の利点

Peer assistance, out-of-band learningOnline forums

Retrieval learningOnline quizzes and assessments

Efficacy of online learningOnline mode of delivery



転授業の研究の発展につながると考えられる。

3. 2 セルフ・グレーディングとピア・グレーディング

MOOCでは大人数が受講する（可能性がある）ため、小テストや成果物のグレーディング（採

点、評価）を省力化する必要がある。単純な多肢選択や穴埋め問題の場合は、自動採点や、解答

例にもとづいて自分自身で採点するセルフ・グレーディング（self grading）が可能である。パ

ラグラフ以上の文章などを自動採点するための方法としては、（�）セルフ・グレーディング

（�）ピア・グレーディング （�）AI グレーディングが考えられている。

セルフ・グレーディング（self grading）、ピア・グレーディング（peer grading）は、エッセ

イなどの成果物を、学習者自身あるいは他の学習者が評価する方法である。これらの方法は、講

師の負担を減らすだけではなく、学習者の深い理解をみちびくために用いられることもある。

知識やスキルの正しい理解がない学習者に、グレーディングをおこなわせるためには、評価の

ために準拠するルーブリック（rubrics）を用意しなければならない。

Sadler の研究［11］では、セルフ・グレーディングとピア・グレーディングは教師の時間の

節約には役立つ。セルフ・グレーディングは学習を向上させるが、ピア・グレーディングはそう

ではない。という結果がでている。ピア・グレーディングを教員によるグレーディングと比較し

た研究では、同程度あるいは高評価になるという結果の違いはあるものの、安定した結果を得て

いる。MOOCにおける学習者によるグレーディングについては今後の課題である。

Coursera のaFantasy and Science Fiction classb担当の Laura Gibbs のブログによると18、こ

のコースで受講生に対して、提出した270-320語のエッセイに有効なグレーディングを受けるた

めには、他の受講生のエッセイ�つを 1-3 のスコアでグレーディングしなければならないという

制約をあたえて、ピア・グレーディングを実施している。どのようなコース、課題でもこの方法

が機能するかどうかは、様々なコース・デザイン研究が必要であろう。

3. 3 AIグレーディング

AI グレーディング（ai grading；robot grading）は、人工知能の技術を用いて、エッセイを「理

解」することによって、採点､評価をおこなう。すでに短いエッセイなら採点がおこなえるレベ

ルであるという。AI グレーディングには、エッセイの「理解」とはなにか、グレーディングの

質はどうなのか、エッセイの長さはどの程度まで可能か、などの課題が存在する。エッセイのグ

レーディングには、これらの課題に対する研究の蓄積はない。しかし、将棋のソフトウェアが

A級棋士に勝つぐらい「思考」の結果が人間と同等になっているように、今後の研究によって

グレーディングが専門家と同等になる可能性はあるだろう。現在のAI グレーディングのコード

は、edXプラットフォームのソースコードで一部公開されている。

3. 4 学習共同体

MOOC はスケールの大きいオープンな e ラーニング・サービスではない。ミートアップなど

対面で意見を交換する活動の促進や、学習者がすでに SNS などを通じてコンテンツや意見を共

有する経験があることによって、ネット上で学習共同体を形成する傾向がある。
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たとえば、朝日新聞で紹介された「地球規模でのノートの作成と貸し借り」（2013年�月�日

東京朝刊19）はその一例であろう。

ある日の午前	時39分（米太平洋時間）、日本人名の受講生が英文法に関する質問を書き

込むと、17分後にパリの男性（25）が、さらに25分後にも別の学生が回答を寄せた。57歳の

女性は「私も同じ疑問を持っていたのよ」と感謝した。

他の例では、昨年12月�日午後、ある女性が「みんなの役に立つといいな」と�週間分の

ノート71枚を公開すると、イランやクロアチア、ブラジル、ガーナ、インドネシアなどから

利用者が殺到した。昨年11月には米国の受講生が「誰でも編集できる講義ノートを作ろう」

とネット上でノートをとり始めた。年配の女性が「やり方さえわかれば参加したい」と書く

と、31分後に「登録は不要。クリックして書き加えるだけだよ」と助言が届いた。ノートは

講座の閉講までに92ページに増え、通算	千人が活用。地球規模でのノートの貸し借りだ。

Udacity や Coursera は企業と人材のマッチングをおこなっている。その際に、こうした

フォーラムなどでのリーダーシップや貢献も、すべてオンライン上の活動としてデータが残って

おり、定量化されたスキルとして評価されることになる。

このような学習共同体における貢献をどのように評価すべきか、また、グローバルなコミュニ

ケーション・スキルを養うために、MOOC を利用することが可能かなど、コースの直接的な目

標とことなる評価事項を積極的に用いることは、今後増えていくと思われる。

3. 5 ファカルティ・デベロプメントの側面

MIT では、OCWへの学内からのアクセスも多く、学内の教育の向上に貢献していると考え

られている。MOOC もそれは同様であろう。同じ内容をあつかうコースであっても、30人の受

講者と10,000人がビデオ講義ではデザインがことなるのは当然である。少人数を対象としたとき

にはその場で対処できたことが、非同期の多人数受講ではよりわかりやすく内容を詳細化して順

序を工夫する必要があるだろう。

3. 6 ビッグデータの利用とラーニング・アナリティクス

MOOCでは、すべての学習過程のデータが、オンライン上で生成される。この「ビッグ・デー

タ」を分析することによって、学習者のプロファイル、教授法、コンテンツ、インストラクショ

ン・デザインがどのような学習の結果をもたらすかについての研究を、今までにない規模でおこ

なうことができる。各MOOCプロバイダーは、ビッグ・データの処理、学習のモデル化、検証

を開始している。

このような、教育と学習に関するデータを学習者の成長に結びつけるために、データを測定、

収集、分析、報告・可視化するための研究領域をラーニング・アナリティクスという。ラーニン

グ・アナリティクスは、教育学、学習科学、教育工学、統計学、コンピューター・サイエンスな

ど、さまざまな学術領域の立場の研究を必要とする。MOOC は、ラーニング・アナリティクス

のデータ収集の重要なプラットフォームとなるであろう。

一方で、営利目的のMOOC（Coursera、Udacity）はデータを自社のためのみに利用して、オー

プンな学術領域の発展に貢献しない可能性がある。また、独自のプラットフォームを持たない日
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本では、文化的な側面からの分析がおこなえない可能性がある。たとえば、学習共同体やそこで

のコミュニケーションなどの分析である。

3. 7 適応学習への期待と学習履歴データ活用

適応学習（Adaptive Learning）は学習履歴データにもとづいて、学習者それぞれの能力に合

わせた学習課題をあたえる方法である。多肢選択型のテストにおいては、項目反応理論（IRT）

を利用した e テスティングとして研究とアイテムバンク蓄積の実用化が進んでいる。今後は

IRTだけではなく、ベイジアンネットワークを用いた適応学習が実用化されるであろう［14］。

MOOC における適応学習は、ピア・グレーディングのような人による評価や、e ポートフォ

リオなどのデータを統合した枠組の中で、知識だけではなく、協調性などその他の能力に応じた

課題をあたえる方向になるだろう［�］。

4. 今後の展望

MOOC のようなトップ大学の講師による無料のオンライン・コースのためのプラットフォー

ムが実用化しつつあることが、高等教育にあたえる影響は大きい。MOOC プロバイダーに確立

したビジネスモデルがないという意見に対しては、90年代の Amazon.com や、2000年代前半の

Google が同じことをいわれていたことを指摘するだけで十分であろう。この100年の知識共有の

基盤となった大学が、さらに有用になるためにオープン・エデュケーションをどのように活かす

のかが今後の課題である。現状では、MOOC やオープン・エデュケーションに対する日本から

のコミットメントは少ない。今後は、伝統的な大学教育とオープン・エデュケーション、オンラ

イン教育を結びつけたデータにもとづいた教授法、学習法の改善をおこない、発信していくこと

が必要となるであろう。

〔注〕

� 本稿は2012年度関西学院大学高等教育推進センター共同研究助成「オープンエデュケーションの動向と

将来に関する研究」にもとづく成果の一部である。

� http://www.unesco.org/new/en/communication-and-information/access-to-knowledge/open-educational-resources/

� http://www.col.org/PublicationDocuments/Guidelines_OER_HE.pdf

� http: //www. nytimes. com/2012/11/04/education/edlife/massive-open-online-courses-are-multiplying-at-

a-rapid-pace.html?pagewanted=all

� http://www.youtube.com/watch?v=eW3gMGqcZQc

	 http://www.downes.ca/post/58676

� http://www.bbc.co.uk/news/education-23069542

� http://www.youtube.com/watch?v=tYclUdcsdeo


 http://blog.coursera.org/post/43625628117/29-new-schools-92-new-courses-5-languages-4

10 https://www.coursera.org/course/bigbang

11 https://www.coursera.org/course/warandpeace

12 http://blog.coursera.org/post/42486198362/five-courses-receive-college-credit-recommendations

13 http://blog.coursera.org/post/51696469860/10-us-state-university-systems-and-public-institutions

14 https://github.com/edx

高等教育におけるオープン・エデュケーションの動向

【T：】Edianserver/関西学院/高等教育研究/第�号/
武田 俊之 � 校

― 51 ―



15 http://koho.osaka-cu.ac.jp/vuniv1996.html

16 http://www.soi.wide.ad.jp/

17 http://www.wiche.edu/info/walf/meetings/annual2013/meetingMaterials/junnCreditHour.pdf

18 http://courserafantasy.blogspot.jp/2012/11/postscriptum-grading-debacle.html

19 http://digital.asahi.com/articles/TKY201303060531.html
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